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海底地震計ネットワークによる 2011年東北地方太平洋沖地震の
Urgent aftershock observation of the 2011 Tohoku earthquake using ocean bottom seis-
mometer network
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平成 23年東北地方太平洋沖地震が、3月 11日に発生した。この超巨大地震の発生を考える上において、正確な余震
分布は重要な情報である。また、破壊領域の研究に、有益な制約を加える。そこで、今回の地震の余震分布を正確に求
めるために、本震発生後 4日目から、計 73台の海底地震計の震源域への設置を開始した。これにより、本震発生以前か
ら震源域で観測を行っていた海底地震計と併せて、総計 121点での海底地震観測を実施した。この緊急観測のために設
置した海底地震計は、約 1ヶ月の観測期間後、順次回収を開始している。観測域は、陸上観測網から活発な地震活動が求
められていた、ほぼ 500km x 200kmの領域とし、海底地震計の設置間隔は約 25kmである。この観測網により震源域ほ
ぼ全域をカバーすることができた。デジタル収録式海底地震計には、いくつかの種類を用いた。もっとも数が多いもの
は、固有周波数 4.5Hzの 3成分地震計センサーを搭載したガラス球を耐圧容器としたものである。この海底地震計の観
測期間は、1-3ヶ月である。いくつかの海底地震計は、固有周期 1秒の地震計センサーを用いている。このタイプの海底
地震計は、耐圧容器にガラス球またはチタン球を用いている。さらに、地震計センサーに広帯域地震計センサーや加速
尾計を用いた海底地震計も使用した。チタン球を耐圧容器に使った海底地震計は、観測期間はほぼ 1年まで可能である。
地震計センサーからの信号は 16または 24ビットの分解能で A/D 変換され、ハードディスクなどに記録される。時刻制
御には高精度水晶発振子を用いた。使用した全ての海底地震計は、音響切り離し方式の自己浮上型である。海底での海
底地震計の位置は、GPSによる観測船位置および音響測距による。
震源域南部において、本震発生以前から 34台の長期観測型海底地震計が設置されていた。このうち、３台の海底地震

計を 3月 30日に回収し、余震の深さ分布を求めた。3月 12日から 19日までの 99個の余震の震源決定を行った結果、
余震は深さ 5-30kmで発生していること、太平洋プレートと日本列島のプレートの境界で多く発生していることがわかっ
た。また、余震は、陸側プレートの 6.2-km/s層および、太平洋プレートの地殻内でも発生している。太平洋プレートの
マントル内には、余震は発生していなかった。この領域で 2008年に行われた制御震源構造探査実験の結果からは、南か
ら沈み込むフィリピン海プレートが、日本列島の下に沈み込む太平洋プレートと接触していることが推定されている。今
回求めた余震発生領域の南限は、この２つの海洋プレートが接している領域に対応する。本震とそれに伴う一連の破壊
伝播は、２つの海洋プレートが接している領域で停止したことが推定される。
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